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Ｆ One who has interrupted execution

of duties of the company staffs for their

inspection and supervision works.

Ｇ One who has caused accident and not

acted of good faith and fair dealing

with injustice, unfair, or similar atti‑

tudes to the contract.

Ｈ One who is presently disputing on the

contact with the JR Hokkaido in the

unjustifiable case.

Ｉ One who is presently delayed in per‑

formance with the contract.

Ｊ One who has unsatisfied perfor‑

mance result in the past.

Ｋ One who has failed to perform the

contact for a good reason.

Ｌ One who submitted false statement

in the procedures for the participating

competitive tender and performing the

contract.

Ｍ One who appoints persons to fall un‑

der the above issues as the tender agent

and as agent, manager, or other staffs

for the contract and in performing the

contract.

 Tenderer must be with healthy assets

and credits, and satisfied technologies

and facilities.

 Tenderer must have certain period of

manufacture or sales results for the de‑

manded product by the Company or the

similar ones.

 The product must be fine and with in‑

expensive cost, and the quantity and the

delivery date have to be surely meet.

 The demand of the Company must be

meet quickly and efficiently to extended

period of time.

 Positive supports on the after‑sales ser‑

vices, repairs, and parts supplies must be

offered to the Company.

 Applied language and currency for the

tender : Japanese and Japanese currency.

 Time limit for tendering : 13 : 30 on Octo‑

ber 21, 2019

 Contact person : Yuji Sakuma, Purchas‑

ing Division in Finance Department Hok‑

kaido Railway Company 1ban1gou, Nishi

15‑chome, Kita 11‑jo, Chuo‑ku, Sapporo‑shi,

0608644 Telephone : 0117005748

入札公告の取消
令和元年９月 10 日
独立行政法人中小企業基盤整備機構
分任契約担当役 財務部長 松宮 勤生

◎調達機関番号 598 ◎所在地番号 13
令和元年５月21日付（号外政府調達第11号・24
ページ）掲載の入札公告「小規模企業共済制度・
中小企業倒産防止共済制度の業務・システム再構
築等における全体計画策定及び要件定義策定業務
に係るプロジェクト管理業務 一式」を取り消し
ます。

 本工事は、契約締結後に施工方法等の提案
を受け付ける契約後ＶＥ方式の対象工事であ
る。
 本工事は、入札書及び技術提案書等の同時
提出を行う工事である。
 本工事は、40歳以下の技術者を主任技術者
又は監理技術者にて配置する場合、工事成績
において評価する「若手技術者登用・育成工
事」の試行工事である。
 本工事は、施工手順の工夫等の創意工夫に
よる生産性向上の取り組みを推進する「生産
性向上チャレンジ」の試行対象工事である。
 本工事は、完全週休２日を確保した施工を
実施する試行の対象工事である。完全週休２
日を確保出来た場合に工事成績評定点におい
て評価する。
また、本工事の完成時に、完全週休２日の
履行実施取組証が発行された場合、今後、中
部地方整備局で発注される総合評価の評価項
目において加点対象とする工事である。
なお、取組証は、対象期間中の全週間数に
対して、休日対象日を現場閉所とした週間数
の割合が70％を超えた場合に発行する。

 総価契約単価合意方式の適用
 本工事は、「総価契約単価合意方式」の対
象工事である。本工事では、契約変更等に
おけ協議の円滑化に資するため、契約締結
後に、受発注者間の協議により総価契約の
内訳としての単価等について合意するもの
とする。
 本方式の実施方式としては、
イ 単価個別合意方式（工事数量総括表の
細別の単価（一式の場合は金額。ロにお
いて同じ。）のそれぞれを算出した上で、
当該単価について合意する方式）
ロ 包括的単価個別合意方式（工事数量総
括表の細別の単価に請負代金比率を乗じ
て得た各金額について合意する方式）が
あり、受注者が選択するものとする。た
だし、受注者が単価個別合意方式を選択
した場合において、の協議の開始の日
から14日以内に協議が整わないときは、
包括的単価個別合意方式を適用するもの
とする。

 受注者は、「包括的単価個別合意方式」を
選択したときは、契約締結後14日以内に、
契約担当課が契約締結後に送付する「包括
的単価個別合意方式希望書」に、必要事項
を記載の上、当該契約担当課に提出するも
のとする。

入 札 公 告（建設工事）
次のとおり一般競争入札に付します。
令和元年９月 10 日

支出負担行為担当官
中部地方整備局長 勢田 昌功

◎調達機関番号 020 ◎所在地番号 23
〇第１号
１ 工事概要
 品目分類番号 41
 工事名 令和元年度 東海環状津屋川橋Ｐ
10橋脚工事（電子入札対象案件）
 工事場所 岐阜県海津市南濃町
 工事内容 工事延長 Ｌ＝50ｍ、道路土工
１式、ＲＣ橋脚工 １式、仮設工 １式
 全体工期 契約締結日の翌日から令和３年
８月23日まで（但し、令和２年２月24日（工
事着手期限）までに工事を開始すること）
本工事は、受注者が全体工期内で工事の始
期及び終期を任意に設定することができるフ
レックス工期を採用した工事である。
工事の始期までの余裕期間内は、監理技術
者等を配置することを要しない。また、現場
に搬入しない資材等の準備を行うことができ
るが、資材の搬入や仮設物の設置等、工事の
着手を行ってはならない。なお、余裕期間内
に行う準備は受注者の責により行うものとす
る。

 使用する主要な資機材 コンクリート 約
2400、鉄筋 約367ｔ、鋼管杭（φ1200
Ｌ＝535ｍ）30本、鋼矢板 204枚
 本工事は、「建設工事に係る資材の再資源化
等に関する法律」（平成12年法律第104号）に
基づき、分別解体等及び特定建設資材廃棄物
の再資源化等の実施が義務付けられた工事で
ある。
 本工事は、価格以外の要素と価格を総合的
に評価して落札者を決定する総合評価落札方
式のうち、企業・技術者の能力等、品質確保
のための体制、その他の施工体制の確保状況
を確認し、施工内容を確実に実現できるかど
うかについて審査し、評価を行う施工体制確
認型総合評価落札方式（技術提案評価型Ｓ型）
の試行工事である。
なお、上記取り組みの詳細については、国
土交通省中部地方整備局 ホームページアド
レス：http://www.cbr.mlit.go.jp/「企業と自
治体」「入札・契約情報」「工事」「総
合評価運用ガイドライン（工事関係）」に記載
されているとおりである。

 本工事は、資料の提出、入札等を電子入札
システムで行う対象工事である。なお、電子
入札システムによりがたいものは、発注者の
承諾を得て紙入札方式に代えることができ
る。
 本工事は、段階的選抜方式における一次審
査に係る申請書（以下「申請書」という。）及
び段階的選抜方式における一次審査に係る確
認資料（以下「確認資料」という。）を提出し
た者のうち、一次審査の審査評価点合計が上
位の者（以下「一次選抜者」という。）以外の
競争参加者による入札を無効とする段階的選
抜方式の工事である。一次選抜者は、一次審
査の審査評価点合計が上位10者（審査評価点
合計が同じ者が複数いる場合は、そのすべて
の者を含む。）とする。ただし、一次審査の審
査評価対象者が10者を超える場合は、10者を
超えた者のうち上位半数（少数が発生した場
合は少数第１位を切上）の者（審査評価点合
計が同じ者が複数いる場合は、そのすべての
者を含む。）を加える。
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